
図1　ストレスー強度のモデル

図2　確率密度関数f(x)と故障確率関数F(x)との関係



図3　確率密度関数f(x)と標準偏差σとの関係

図4　ストレス（負荷応力）が一定の場合の安全率Scと故障確率Pfとの関係



図5　　ストレスxS（負荷応力）と強度xRの分布

図6　xR－xSの分布



図7　標準化tR－tSの分布から故障確率Pfを計算する方法

図8　ストレスが分布する場合の安全率Scと故障確率Pfとの関係（ηS＝0.1）



図9　ストレスが分布する場合の安全率Scと故障確率Pfとの関係（ηS＝0.2）

図10　ストレスが分布する場合の安全率Scと故障確率Pfとの関係（ηS＝0.3）



図11　ストレスxR及び強度xSの分布（安全率Sc＝2の場合）

図12　xR－xSの分布（安全率Sc＝2の場合）



図13　ストレスxR及び強度xSの分布（安全率Sc＝3.5の場合）

図14　xR－xSの分布（安全率Sc＝3.5の場合）



図 15 寿命試験・加速試験による確率密度関数の決定法 

図 16  接着構造物の接着層内応力およびその変動係数の測定法 



表 2 NORMSINV 関数を用いた安全率 Scの EXCEL 計算シート 

表 1 NORMSDIST 関数を用いた故障確率 Pfの EXCEL 計算シート 



表3　安全率Scと故障確率Pfとの関係（ストレスが一定およびηS＝0.1の場合）

表4　ストレスが分布する場合の安全率Scと故障確率Pfとの関係（ηS＝0.2および0.3）








